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14 時～17時14時～17時
（13:15 開場）（13:15 開場）

富士山科学研究所  ホール富士山科学研究所  ホール
山梨県山梨県

（富士吉田市上吉田剣丸尾５５９７－１）（富士吉田市上吉田剣丸尾５５９７－１）
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　山梨大学地域防災・マネジメント研究センター

は、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP「国

家レジリエンス（防災・減災）の強化」防災情報共有シ

ステムを基盤とした文理融合型の地域レジリエンス強化 ) の

研究プロジェクト（令和 3 年度～令和 4 年度）において、富士

吉田市、富士河口湖町、山梨県と連携し、市町村災害対応統合シス

テム (IDR4M) を火山噴火に適用することにより、富士山噴火時に

様々な噴火現象のシミュレーション結果の統合を実現し、市町村

の適時的確な避難の判断を支援する火山避難判断支援システ

ムの開発を進めて参りました。

　このたび、開発したシステムを実演するとともに、

同市町の防災担当職員を対象とした図上演習を行

い、システムの機能性、有効性等の検証を行

います。

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」
防災情報共有システムを基盤とした文理融合型の地域レジリエンス強化

第1部 14時00分～14時30分
14時30分～15時00分

第2部

～休憩～

実演

15時00分～16時30分図上
演習

取材
対象 首長・幹部職員（富士吉田市、富士河口湖町）

報道機関

防災担当職員（富士吉田市、富士河口湖町）対象

お問い合わせ 山梨大学地域防災・マネジメント研究センター　准教授　秦　康範
TEL：055-220-8533　Email：yhada@yamanashi.ac.jp

市町村災害対応統合システム
(IDR4M)の火山噴火への適用
市町村災害対応統合システム
(IDR4M)の火山噴火への適用

日時

場所



大規模・中規模・小規模噴火

防災マップ 溶岩流シミュレーション結果 リアルタイムハザードマップ 降灰予報 監視観測情報
GIS-DB化 接続

火山避難判断支援システム

静的・動的情報の統合
・溶岩流シミュレーション
・降灰影響範囲

・溶岩流、降灰予測の可視化
・立ち退き避難の必要なエリアを抽出
・道路規制箇所を抽出

噴火予測の困難さ
・火口の位置の予測の難しさ
・噴火の規模、噴火様式の多様さ
・発生時期
・風向、風速
※水害ハザードと違い影響範囲が刻々変化

的確な避難情報の提供を可能とする

道路データ 溶岩流データ 降灰データ

課題 火山噴火時に情報集約が不十分なため，避難の情報提供が的確にできない

文理融合 住民の火山災害時の避難行動体系を把握

取組により得られた効果

火山ハザード情報の統合とリスク情報の可視化IDR4Mへの反映

対応策 火山噴火時の警戒避難体制構築プロセスの確立
IDR4M を火山災害に適用し、市町村長の火山噴火時に適時的確な意思決定を支援する火山避難判断支援システム
を開発し、地域主体の警戒避難体制を構築するプロセスを確立する。また、火山噴火の静的・動的データの統合を
実現し、火山噴火時に市町村長の適時的確な避難の判断を支援するシステムを開発する。

IDR4M 上でリアルタイムハザードマップや降灰予報等の溶岩流や降灰等の動的ハザード情報を統合し、道路閉塞
箇所の抽出、避難が必要な区域と人口の算出等、リスク情報の可視化を実現する。

IDR4M により，火山噴火により見込まれる溶岩流や
道路閉塞等の被害発生状況を把握することで，住民の
避難に資する的確な情報提供が支援される

マルチハザードデータ
と道路データの解析か
ら道路閉塞状況を時系
列で示す

・道路閉塞状況データと都市基盤データの照合により、避難が
必要な区域と人口の算出ができる
・IDR4M から任意の噴火口を設定しハザード情報を進行させ
ることにより、訓練用ツールとして活用できる

・災害時におけるリスク情報の可視化
・実践的な訓練シナリオ生成

全国展開の加速化
IDR4M に火山災害による避難判断支援としての機能
を拡張することで、全国展開を加速する。

訓練機能の実装
IDR4M 上で任意の噴火口を設定
し、ハザード情報を進行させる機能
を実装することにより、実践的な訓
練シナリオ生成を可能とする。

自動車保有台数、人口分布・
高齢者施設等の基礎データ

火山噴火時の警戒避難体制構築プロセスの確立

道路閉塞状況

静的情報 動的情報


